
2016年度の作品収集
　昨年度は106件の寄贈
（内訳は右の表の通り）を

受けました。今後の展
示、調査研究などに活
用をはかって行きます。
引き続き皆様からのご
理解とご協力をお願い
申し上げます。

特別展
江戸の戯画―鳥羽絵から北斎・国芳・暁斎まで―（仮称）
2018年4月17日（火）−6月10日（日）

　太平の世が長く続いた江戸時代には、多くの戯画が描かれ
ました。一口に戯画といっても多種多様なものがありますが、
本展では「鳥羽絵」をキーワードとして江戸時代の戯画につ
いてご紹介します。
　鳥羽絵は、広く戯画や漫画を指す言葉として使われること
もありますが、より限られた意味では、江戸時代に流行した
軽妙な筆致の戯画を指します。18世紀の大坂では鳥羽絵だけ
を掲載した鳥羽絵本が出版され、明治に至るまで刊行され続
けました。その人気は上方に留まらず、江戸の浮世絵にも影
響を見出すことができます。特に北斎が描いた戯画には、鳥
羽絵本からの明らかな影響を指摘することが可能です。また
広く捉えれば、国芳の戯画もこのような流れに位置づけるこ
とができるでしょう。
　本展では、18世紀に刊行された鳥羽絵本をはじめ、それを
洗練させたとされる大坂の耳鳥斎、鳥羽絵の影響を受けた江
戸の北斎や国芳、そしてその流れをくむ暁斎など、時代や地
域により変化しながらも、脈々と流れ続ける笑いのかたちを
ご覧いただきます。この機会に江戸時代の戯画の世界をぜひ
お楽しみください。

インフォメーション

（てんしば）

◆表紙作品紹介
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洒な趣の作品である。

所蔵作品の貸出
　他館への貸出を予定している当館所蔵作品です。
展示期間など詳細は各施設にお問い合わせください。

①「多彩なる隷書―漢の石刻」
9/2～10/1において公開予定。

②

《豊臣秀吉像》
栃木県立博物館（宇都宮市）
２０１７年９月１６日（土）～１０月２９日（日）
｢中世宇都宮氏―頼朝・尊氏・秀吉を支えた名族―｣

《名賢宝絵冊》のうち3葉
サントリー美術館（東京都）
２０１７年９月１６日（土）～１１月５日（日）
「天下を治めた絵師　狩野元信」

狩野派《四季花鳥図屏風》ほか　計４件
ウフィッツィ美術館（イタリア）
２０１７年10月3日（火）～２０１８年１月７日（日）
「花鳥風月―屏風・襖にみる日本の自然―」

重要文化財 葛飾北斎《潮干狩図》
あべのハルカス美術館（大阪市）
２０１７年１０月６日（金）～１１月１９日（日）
「北斎―富士を超えて―」

《七宝十字架》
五島美術館（東京都）
２０１７年１０月２１日（土）～１２月３日（日）
｢光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―｣

伝 仇英《九成宮図巻》ほか　計２件
静岡県立美術館（静岡市）
２０１７年１０月２１日（土）～１２月１０日（日）
｢美しき庭園画の世界―江戸絵画にみる現実の理想郷―｣

狩野派《龍虎図屏風》
茨城県近代美術館天心記念五浦分館（北茨城市）
２０１７年１０月２５日（水）～１１月２６日（日）
｢龍を描く―天地の気｣

趙左《竹院逢僧図》ほか　計６件
泉屋博古館 分館（東京都）
２０１７年１１月３日（金・祝）～１２月１０日（日）
｢典雅と奇想―明末清初の中国名画展｣

寄贈作品 件数
伊勢崎淳《備前　茶盌》他 28
《祀三公山碑拓本》（写真①（部分）） 1
山岡鉄舟　扁額《寿百康》 1
赤松麟作《自画像》他 68
《洛中洛外図屏風》他 2
《花唐草刻文石棺》 1
《銅造玄天上帝像》 1
《天龍山　文殊菩薩頭部》 1
今尾景年《宇治製茶図》他 2
生田花朝《春の絵馬堂》（写真②） 1

計106件


